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　新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される中、現在、在宅勤務やオンライン会議などＩＣＴ（※）の活用が急速に
進展しています。教育現場においても、子どもの学びを止めない、教育格差を生じさせないためにＩＣＴを活用し
た教育の早期実現が不可欠であり、県と市町村が連携し、児童・生徒用に一人一台のパソコンなどの端末整備を進
めています。
　ＩＣＴで学校の学びはどのように変わるのでしょうか。ＩＣＴを活用した教育の取り組みについて紹介します。

　私たちはインターネットで調べ物をしたり、ＳＮＳでコミュニケーション
を取ったりする時など、普段から生活の中でＩＣＴを活用しています。今後
はＩＣＴを活用した情報収集だけでなく、情報を解析する人工知能（ＡＩ）な
どの先端技術を産業や社会生活に取り込むことで経済を発展させ、社会的課
題を解決していく社会（S

ソ サ エ テ ィ
ociety5.0）が到来するといわれています。

　未来を担う子どもたちに求められることは、ＩＣＴを使いこなし、たくま
しく生きていく資質・能力であり、その力を育むためにもＩＣＴを活用した
教育が必要とされています。

一人一台のパソコンを整備　
　県では県立高等学校・県立中等教育学校の生
徒に一人一台のパソコン整備を進めるなど、Ｉ
ＣＴを活用した教育を推進しています。
　本校は県内のＩＣＴを活用した教育モデルを
研究する指定校となっており、生徒の主体的・
対話的で深い学びの実現のために、タブレット
やプロジェクターなどの他、生徒のスマートフォ
ンも活用した授業を行っています。
ＩＣＴを活用して主体的な授業へ
　これまでの授業は教員が黒板を使って生徒に

ＩＣＴを活用した教育の可能性
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保健の授業。タブレットを活用し、発表に向けた準備を行う

授業「ぐんまちゃんと一緒に心
肺蘇生法について学ぼう」

授業「世界のさまざまな地域～
地球の姿～」

　県では今年度中に全ての県立高等学校・県立中等教育学校における生徒一
人一台のパソコンなどの整備を進めており、県内の市町村立小・中学校でも
順次同様の整備が進められています。またＩＣＴ機器を最大限に活用した教
育に取り組むため、ＩＣＴを活用した教育モデルの研究やオンライン教育の
実施、特別支援学校の児童・生徒向けの機器の活用、教員研修など、さまざ
まな視点からＩＣＴを活用した教育を推進しています。
　一人一台のパソコンなどのＩＣＴ環境は令和の学びの「スタンダード」に
なるともいわれています。全国に先駆けて導入を決定した一人一台のパソコ

ＩＣＴの活用について研修を受ける教員
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出典：OECD生徒の学習到達度調査（PISA２０１８）

１週間のうち、教室の授業で
デジタル機器を使う時間の国際比較（国語）

オンライン学習支援動画
　新型コロナウイルス感染症の影響による学校の臨時休業を受け
て、在宅で学習できるオンラインサポート授業動画を作成し、
Y
ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeチャンネル「t

ツ ル ノ ス
sulunos」で配信しています。詳しくは

「tsulunos ポータル」をご覧ください。

説明し、生徒は話を聞いたりノートを取ったりする受動的な授業が一般的で
した。一方、ＩＣＴを活用した授業では、タブレットやスマートフォンなど
を活用しながら情報を収集し、生徒が自ら考えたり、プロジェクターを使っ
て自分の考えを生徒間で共有したりすることに重点を置いています。そのた
め主体的な授業が可能となり、情報活用能力を始め、自分の意見を発表する
ことでプレゼンテーション力を、深く調べたり、互いの意見を共有したりす
ることで課題解決力を育てることができると考えます。

　またインターネットにおいて正しい情報を選択すること、セキュリティな
どの知識をしっかりと身に付けることも大切です。そのため、生徒自身が情
報モラルの動画を作成するなど、ＩＣＴの使い方を学びながら情報倫理を身
に付けられるよう学習を工夫しています。
生徒の力を最大限伸ばすために
　現在の社会は情報にあふれ、科学技術の進歩や国際化など、急激なスピー
ドで変化しています。将来の社会で生きる力を育てるためにも、高校生の頃
からＩＣＴを活用した授業を実施し、このような能力を培っていくことはと
ても大切です。ＩＣＴを活用した教育の長所を最大限に生かすため、私たち
も教員同士で研修を行った
り、先進事例を参考にした
りして授業を工夫していま
す。まだ手探りですが、生
徒が社会で羽ばたけるよ
う、ＩＣＴを有効に活用し
ながら生徒の学びを支える
場として学校も成長してい
きたいです。

ンなどの環境を生かし、小・中学校
から高校までの切れ目ないＩＣＴを
活用した教育で「群馬ならではの学
び」を実践し、自分の頭で未来を考
え、動き出し、生き抜くための力を
身に付けた人材を育成します。

ＩＣＴはなぜ教育に必要なの？

ICTを活用した教育の推進


